
平
成
十
九
年
六
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

四

一

八

号

日
本
の
在
外
公
館
に
配
置
さ
れ
て
い
た
美
術
品
の
廃
棄
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

鈴

木

宗

男
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日
本
の
在
外
公
館
に
配
置
さ
れ
て
い
た
美
術
品
の
廃
棄
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

日
本
の
在
外
公
館
に
配
置
さ
れ
て
い
た
美
術
品
の
う
ち
、
在
米
大
使
館
の
和
紙
マ
ッ
ト
画
「
蘇
る
」
、
日
本
画
「
春

暖
」
、
「
緑
雨
」
、
「
吹
雪
」
、
「
曙
」
、
在
ア
ト
ラ
ン
タ
総
領
事
館
の
日
本
画
「
滝
」
、
「
さ
ぎ
一
対
」
、
「
白
雪
」
、

「
山
水
画
」
（
作
者
不
明
）
、
「
山
水
画
」
、
「
泳
ぐ
鴨
」
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
の
美
術
品
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

庭
」
、
版
画
「
秋
雑
木
」
、
在
グ
ア
テ
マ
ラ
大
使
館
の
日
本
画
「
吹
雪
」
、
「
叭
々
鳥
」
、
「
海
村
」
、
「
寝
覚
」
、
「
朝

暉
」
、
「
水
仙
」
、
在
ベ
レ
ン
総
領
事
館
の
洋
画
「
夕
焼
帆
船
」
、
「
ス
ペ
イ
ン
風
景
そ
の
一
」
、
「
ス
ペ
イ
ン
風
景
」
、

版
画
「
草
取
」
、
在
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
書
「
山
ざ
く
ら
（
若
山
牧
水
歌
）
」
、
陶
磁
器
「
碧
釉
大
壷
」
、
日
本
画

「
鯉
」
、
彫
刻
「
あ
ま
つ
ひ

や
く
も
」
、
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
の
書
「
新
年
の
詩
」
、
版
画
「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

�
�－

�
（
く
み
）
」
、
在
南
ア
フ
リ
カ
大
使
館
の
日
本
画
「
桜
に
鳥
」
、
「
鵜
飼
」
、
「
桃
源
境
」
、
在
ペ
ル
ー
大
使
館
の
日
本

画
「
学
士
耕
雨
」
、
「
杏
」
、
在
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
の
版
画
「
朝
顔
」
、
在
ギ
ニ
ア
大
使
館
の
日
本
画
「
妙
義
」
、
在
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
大
使
館
の
陶
磁
器
「
葡
萄
文
染
付
大
壷
」
、
在
タ
イ
大
使
館
の
陶
磁
器
「
釉
嵌
線
文
大
皿
」
、
在
ガ
ボ
ン
大
使
館

の
陶
磁
器
「
青
白
磁
花
文
鉢
」
、
在
コ
ン
ゴ
（
民
）
大
使
館
の
日
本
画
「
芍
薬
」
、
在
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使
館
の
日
本
画
「
松

韻
涛
声
」
、
在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
総
領
事
館
の
日
本
画
「
冬
景
山
水
」
、
在
エ
ク
ア
ド
ル
大
使
館
の
陶
磁
器
「
九
谷

一



焼
色
絵
小
文
皿
」
、
在
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
の
辰
新
春
氏
が
作
者
の
日
本
画
、
在
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
ト
バ
ゴ
大
使
館
の
陶
磁
器

「
色
釉
壷
」
の
計
四
十
五
点
（
以
下
、
「
廃
棄
さ
れ
た
美
術
品
四
十
五
点
」
と
い
う
。
）
が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
そ
れ

ぞ
れ
の
政
府
答
弁
書
（
そ
れ
ぞ
れ
順
に
内
閣
衆
質
一
六
六
第
二
四
四
号
、
二
六
一
号
、
二
六
二
号
、
三
〇
五
号
、
三
三
七

号
、
二
五
五
号
、
二
九
九
号
、
三
〇
八
号
、
三
二
七
号
、
三
四
〇
号
、
三
五
三
号
、
二
八
三
号
、
三
五
六
号
、
二
六
九
号
、

二
九
六
号
、
三
〇
三
号
、
三
一
九
号
、
三
三
六
号
、
三
六
〇
号
、
二
八
〇
号
、
三
二
二
号
、
三
五
五
号
、
三
六
五
号
、
二
四

五
号
、
二
六
〇
号
、
三
〇
六
号
、
三
二
〇
号
、
二
八
二
号
、
三
五
〇
号
、
二
八
一
号
、
三
三
九
号
、
三
四
八
号
、
二
七
五

号
、
三
四
九
号
、
二
四
九
号
、
二
五
一
号
、
二
七
三
号
、
二
八
四
号
、
二
八
五
号
、
二
八
六
号
、
二
八
八
号
、
三
〇
一
号
、

三
一
一
号
、
三
三
四
号
、
三
五
一
号
）
で
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
「
廃
棄
さ
れ
た
美
術
品
四
十
五
点
」
が
配
置
さ
れ
て
い
た

各
在
外
公
館
に
最
初
に
配
置
さ
れ
た
日
に
ち
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
廃
棄
さ
れ
た
美
術
品
四
十
五
点
」
に
つ
き
、
実
際
に
廃
棄
さ
れ
た
日
に
ち
、
及
び
廃
棄
の
方
法
、
廃
棄
さ
れ
た
場
所
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
廃
棄
さ
れ
た
美
術
品
四
十
五
点
」
を
廃
棄
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
決
裁
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。
作
成

さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
作
成
し
な
い
理
由
を
明
ら

二



か
に
さ
れ
た
い
。

四

二
〇
〇
七
年
六
月
二
十
五
日
付
朝
日
新
聞
三
十
九
面
に
、
「
在
外
公
館
、
美
術
品
四
十
五
点
廃
棄

〇
二
年
以
降
、
紛
失

も
一
点

外
務
省
『
劣
化
し
た
』
作
者
側
『
失
礼
な
話
』
」
と
の
見
出
し
で
、

「
大
使
館
な
ど
の
在
外
公
館
に
飾
ら
れ
て
い
た
絵
画
や
陶
磁
器
な
ど
の
美
術
品
の
う
ち
、
〇
二
年
以
降
に
四
十
五
点
が
廃

棄
さ
れ
、
大
使
公
邸
で
絵
画
一
点
を
紛
失
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
廃
棄
し
た
四
十
五
点
に
つ
い
て
外
務
省
は
『
劣
化

し
た
り
破
損
し
た
り
し
た
物
。
管
理
は
適
切
だ
っ
た
』
と
し
て
い
る
が
、
作
者
か
ら
は
「
外
務
省
な
ら
大
事
に
し
て
く
れ
る

と
思
っ
た
の
に
」
と
い
っ
た
憤
り
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

調
査
を
求
め
て
き
た
前
田
雄
�
（
民
主
）
、
鈴
木
宗
男
（
新
党
大
地
）
両
衆
院
議
員
に
外
務
省
が
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
美
術
品
は
日
本
文
化
を
世
界
に
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
購
入
し
た
り
寄
贈
さ
れ
た
り
し
た
物
。
廃
棄

さ
れ
た
四
十
五
点
の
う
ち
二
十
九
点
は
主
に
昭
和
期
の
芸
術
家
た
ち
の
作
品
で
、
残
り
は
横
山
大
観
や
川
合
玉
堂
の
複
製
品

だ
っ
た
。

二
十
九
作
品
は
日
本
画
十
一
点
、
陶
磁
器
六
点
、
洋
画
、
版
画
各
四
点
、
書
二
点
な
ど
。
う
ち
五
点
は
寄
贈
で
、
八
点
は

五
〇
〜
八
〇
年
代
ご
ろ
に
八
千
〜
四
十
万
円
（
計
百
十
六
万
円
余
り
）
で
購
入
。
残
る
十
六
点
の
購
入
時
期
や
価
格
に
つ
い

三



て
は
『
取
得
の
経
緯
を
示
す
記
録
が
残
っ
て
お
ら
ず
分
か
ら
な
い
』
と
い
う
。

紛
失
し
た
一
点
は
、
盛
岡
市
の
画
家
、
土
井
宏
太
郎
さ
ん
の
日
本
画
「
潮
の
舞
」
（
五
十
号
）
。
外
務
省
が
九
二
年
に
五

十
八
万
円
で
購
入
し
た
が
、
〇
六
年
四
月
ご
ろ
、
所
蔵
先
の
在
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
公
邸
で
な
く
な
っ
た
。
大
使
館
は
、

盗
難
の
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
現
地
当
局
に
捜
査
を
要
請
し
た
が
、
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

八
〇
年
代
に
寄
贈
し
た
書
を
廃
棄
さ
れ
た
書
道
家
の
遺
族
は
『
適
切
に
管
理
し
て
い
れ
ば
劣
化
な
ど
す
る
も
の
で
は
な
い

し
、
本
当
に
捨
て
た
の
か
と
疑
い
た
く
も
な
る
。
五
十
年
も
前
の
作
品
を
「
命
よ
り
も
大
切
」
と
大
事
に
保
存
し
て
く
れ
る

人
も
い
る
の
に
失
礼
な
話
だ
』
と
話
す
。

土
井
さ
ん
は
『
外
務
省
を
信
用
し
、
子
を
託
す
よ
う
な
気
持
ち
で
出
し
た
。
名
誉
な
こ
と
で
も
あ
る
の
で
価
格
も
通
常
の

十
分
の
一
ほ
ど
に
し
た
。
紛
失
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
現
地
に
行
っ
て
自
分
で
捜
し
た
い
く
ら
い
だ
』
と
憤
る
。

外
務
省
に
よ
る
と
、
在
外
公
館
に
所
蔵
し
て
い
る
美
術
品
は
四
千
数
百
点
。
在
外
公
館
課
は
『
廃
棄
し
た
の
は
、
し
み
や

カ
ビ
が
出
た
り
、
古
く
な
っ
て
劣
化
し
た
り
壊
れ
た
り
し
て
、
修
復
が
難
し
い
物
。
温
度
や
湿
度
の
管
理
な
ど
に
気
を
配
る

よ
う
、
各
公
館
に
指
示
し
て
い
る
』
と
説
明
す
る
。
」

と
の
記
事
（
以
下
、
「
朝
日
新
聞
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

四



五

「
廃
棄
さ
れ
た
美
術
品
四
十
五
点
」
が
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
劣
化
症
状
が
見
ら
れ
た
の

か
。
「
朝
日
新
聞
記
事
」
に
は
外
務
省
在
外
公
館
課
の
説
明
と
し
て
、
「
廃
棄
し
た
の
は
、
し
み
や
カ
ビ
が
出
た
り
、
古
く

な
っ
て
劣
化
し
た
り
壊
れ
た
り
し
て
、
修
復
が
難
し
い
物
。
温
度
や
湿
度
の
管
理
な
ど
に
気
を
配
る
よ
う
、
各
公
館
に
指
示

し
て
い
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
劣
化
症
状
が
見
ら
れ
、
廃
棄
決
定
が
な
さ
れ
た
の
か
、
具
体
的
か
つ
明
確

に
説
明
さ
れ
た
い
。

六

五
の
劣
化
症
状
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
見
ら
れ
た
も
の
か
。

七

五
の
劣
化
症
状
が
一
の
日
に
ち
の
以
前
か
ら
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
一
の
日
に
ち
以
前
に
外
務
本
省
に
保
管

す
る
な
ど
し
て
、
修
繕
す
る
こ
と
は
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

八

五
の
劣
化
症
状
が
一
の
日
に
ち
以
降
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
一
の
日
に
ち
以
降
に
五
の
劣
化
症
状
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。
「
朝
日
新
聞
記
事
」
に
は
、
「
八
〇
年
代
に
寄
贈
し
た
書
を
廃
棄
さ

れ
た
書
道
家
の
遺
族
は
『
適
切
に
管
理
し
て
い
れ
ば
劣
化
な
ど
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
本
当
に
捨
て
た
の
か
と
疑
い
た
く

も
な
る
。
五
十
年
も
前
の
作
品
を
「
命
よ
り
も
大
切
」
と
大
事
に
保
存
し
て
く
れ
る
人
も
い
る
の
に
失
礼
な
話
だ
』
と
話

す
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
「
廃
棄
さ
れ
た
美
術
品
四
十
五
点
」
の
管
理
体
制
は
適
切
で
あ
っ
た
と
外
務
省
は
答
弁
し
て

五



い
る
と
こ
ろ
、
一
の
日
に
ち
か
ら
二
の
日
に
ち
ま
で
に
五
の
劣
化
症
状
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
に
つ
き
、
明
確
に

説
明
さ
れ
た
い
。

九

「
廃
棄
さ
れ
た
美
術
品
四
十
五
点
」
の
中
で
、
一
の
日
に
ち
以
降
、
誤
っ
て
破
損
さ
れ
た
も
の
は
あ
る
か
。

十

「
廃
棄
さ
れ
た
美
術
品
四
十
五
点
」
の
物
品
管
理
簿
に
は
ど
の
よ
う
な
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
具
体
的
か
つ
詳
細
に

説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


